



















ENL=English as a Native Language（母語としての英語）から ESL=English as a Second Language（第二




オーストラリア英語などは英語の種類を示す分類になっている。その意味において English は Englishes











環境はすっかりと変化しているのである。日本にも日本の英語 Japanese English という視点を当てはめ
てみたい。これは「日本でしか通じない日本人が陥りがちな英語」という意味ではない。むしろ「英米人
のよう」ではない英語をすべて誤りとして切り捨てるのではなく、世界共通語としての英語を身につける









 母語人口  公用語人口
1 中国語 （1,000） 1 英語 （1,400）
2 英語 （350） 2 中国語 （1,000）
3 スペイン語 （250） 3 ヒンディー語 （700）
4 ヒンディー語 （200） 4 スペイン語 （280）
5 アラビア語 （150） 5 ロシア語 （270）
6 ベンガル語 （150） 6 フランス語 （220）
7 ロシア語 （150） 7 アラビア語 （170）
8 ポルトガル語 （135） 8 ポルトガル語 （160）
9 日本語 （120） 9 マレー語 （160）
10 ドイツ語 （100） 10 ベンガル語 （150）
11 フランス語 （70） 11 日本語 （120）
世界の主要言語使用人口　　　　　　　　　　　　　　　（単位：100 万人）
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